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バ
ー
デ
氏
こ
其
の
新
登
苦
患
に
つ
い
て

一
四

（
U
『
●
ぞ
’
団
舞
紆
9
冷
色
ω
器
甫
》
ω
叶
q
o
己
）山

本

一

清

　
猫
逸
ベ
ル
グ
ド
ル
フ
の
ハ
．
ム
ブ
ル
グ
天
文
皇
に
み
る
W
・
バ
ー
デ
氏

は
，
今
ま
で
に
種
々
の
観
測
や
発
見
の
報
告
を
し
て
、
可
な
り
以
前
か

ら
天
文
界
に
は
名
を
知
ら
れ
て
み
る
。
現
に
一
昨
年
に
は
一
彗
星
を
獲

駁
し
て
、
罷
め
に
世
界
中
の
天
文
毫
は
バ
ー
デ
彗
星
、
バ
ー
デ
彗
星
！

ε
さ
わ
い
だ
も
の
で
あ
る
。
自
分
は
此
の
星
の
こ
ご
を
詳
し
く
天
界
第

三
上
髭
に
か
い
た
こ
ミ
が
あ
る
か
ら
、
早
出
は
記
憶
さ
れ
て
る
る
ご
思

ふ
。
　
今
年
（
大
正
十
三
年
）
ま
た
、
バ
ー
デ
氏
は
面
白
い
星
を
幕
見
し
た
。

そ
れ
は
　
既
に
天
界
第
四
十
七
號
第
こ
十
五
頁
に
記
さ
れ
て
あ
る
通
り
、

今
年
の
去
る
十
月
二
士
｝
百
の
夕
刻
八
時
頃
、
ベ
ル
グ
ド
ル
フ
の
四
十

中
大
反
射
鏡
を
以
っ
て
西
天
を
撮
影
中
、
た
ま
く
海
豚
座
か
ら
駒
座

に
急
ぎ
つ
、
あ
る
一
つ
の
星
を
襲
蝕
し
た
の
で
あ
る
。
登
見
垂
込
は
、
日

々
此
の
星
の
進
む
速
度
が
一
度
二
十
分
　
ミ
い
ふ
速
さ
で
あ
り
、
光
度

は
十
等
余
り
、
殊
に
獲
見
さ
れ
た
天
察
が
太
陽
の
反
骨
貼
か
ら
は
可
な

り
離
れ
て
ゐ
九
た
め
，
多
く
の
人
々
は
之
れ
を
新
彗
星
だ
ミ
考
へ
た
の

は
全
く
無
理
も
な
い
こ
¶
こ
で
あ
る
。

　
取
り
あ
へ
す
此
の
護
見
は
コ
ー
ペ
ン
三
児
ヂ
ン
の
中
央
局
か
ら
世
界

各
國
に
打
電
せ
ら
れ
，
各
所
の
天
文
皇
で
は
観
測
が
行
は
れ
た
。
其
の

結
果
に
よ
る
ミ
、
星
の
蓮
動
は
依
然
噛
こ
し
て
速
い
が
、
軌
道
は
明
か
に

楕
圓
形
で
あ
っ
て
、
l
i
尤
も
珍
ら
し
い
程
大
き
い
楕
率
で
は
あ
る
が

一
1
從
っ
て
、
む
し
ろ
，
小
遊
星
ε
見
た
方
が
適
當
だ
ぐ
」
い
ふ
こ
ε
に

な
り
、
早
雪
唄
九
二
四
T
D
ミ
い
ふ
符
號
を
三
っ
て
呼
ば
れ
る
こ
ミ
に

な
っ
た
Q

　
小
遊
星
－
こ
し
て
は
、
懸
れ
は
ま
こ
ミ
に
僥
倖
に
見
つ
か
っ
た
も
の
噛
こ

言
は
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
何
ε
な
れ
ば
、
小
遊
星
は
地
球
に
憂
し
て

太
陽
鴨
こ
反
封
の
位
置
邸
ち
衝
の
位
置
に
來
た
時
が
最
も
観
測
に
都
合
好

く
、
距
離
も
近
く
，
從
っ
て
光
輝
も
大
き
い
時
な
の
で
、
多
く
は
左
襟

し
九
時
に
襲
見
も
観
測
も
行
は
れ
る
の
で
あ
る
。
日
浸
後
の
西
天
や
、

日
出
前
の
東
天
に
見
え
る
小
遊
星
は
、
何
¶
こ
言
っ
て
も
，
時
期
外
れ
の

も
の
¶
こ
言
は
ね
ば
な
ら
な
い
。
し
か
る
に
か
う
し
た
時
に
新
し
い
星
が

襲
見
さ
れ
る
こ
一
こ
を
、
誰
が
豫
期
し
や
う
。

　
今
、
こ
・
に
、
グ
リ
ン
井
チ
天
文
毫
の
ク
ロ
ン
メ
リ
ン
老
博
士
が
、
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十
二
月
始
め
に
算
鵬
し
た
此
の
星
の
軌
道
要
素
を
掲
ぴ
や
う
。
干
れ
に

は
、
星
の
観
測
位
置
ε
し
て
、
十
月
二
十
三
日
の
襲
見
位
置
ε
、
十
一

月
三
日
及
び
同
十
七
日
に
グ
リ
ン
井
チ
で
観
・
測
し
た
位
置
ご
が
用
ゐ
ら

れ
て
あ
り
、
十
一
月
二
十
六
日
の
8
A
A
例
會
奉
上
で
嚢
表
さ
れ
た
も

の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
バ
ー
デ
小
遊
星
（
お
叙
月
u
）
軌
殖
要
秦

　
近
日
瓢
通
過
H
一
九
二
四
年
二
十
入
・
三
九
〇
〇
二
日

難
胆
論
断
蒜
分
論
…
脚
秒
竃
解

　
離
心
角
H
三
二
三
一
三
五
・
三
六

　
軌
撹
牛
長
軸
H
O
・
四
二
四
三
八
七
三
（
野
数
）

　
週
　
　
　
期
H
四
・
三
三
〇
九
ご
入
団

瀦
蹴
鵜
岨
銀
緯
｝
天
董
位

師
ち
、
こ
れ
で
見
る
ε
、
魚
見
さ
れ
た
十
月
二
十
三
日
に
は
、
星
が
近

日
貼
通
過
後
一
ヶ
月
程
も
経
た
時
で
あ
り
、
從
っ
て
今
，
後
は
太
陽
か
ら

漸
次
遽
ざ
か
り
．
又
，
地
球
か
ら
も
蒔
く
な
っ
て
行
く
。
し
か
し
元
來

光
り
が
比
較
的
大
き
い
星
で
あ
る
か
ら
、
た
ε
ひ
遽
日
鮎
に
於
い
て
も

地
球
か
ら
見
て
十
五
等
級
を
下
る
ま
い
。
叉
、
何
年
か
の
後
，
地
球
に

近
く
為
る
時
に
は
、
最
大
光
輝
七
等
牟
に
も
達
す
る
筈
で
あ
る
¶
こ
は
珍

ら
し
い
。
週
期
は
四
年
三
分
の
一
に
近
い
、
換
言
す
れ
ば
十
三
年
目
侮

に
地
球
に
封
ず
る
相
互
位
置
が
同
様
に
く
り
返
さ
れ
る
筈
で
あ
る
か
ら

一
九
三
七
年
に
は
可
な
り
興
味
あ
る
観
測
が
行
は
れ
る
で
あ
ら
う
。
叉

火
星
－
こ
は
O
・
〇
四
（
天
文
輩
位
）
ぐ
ら
ゐ
ま
で
接
近
す
る
こ
一
こ
も
あ
る

か
ら
、
火
星
の
天
文
家
た
ち
は
此
の
星
を
観
測
し
て
、
太
陽
三
差
を
、

吾
々
が
エ
ロ
ス
星
で
や
る
以
上
に
精
密
に
知
り
得
る
で
あ
ら
う
。

　
此
の
星
が
登
見
さ
れ
て
間
も
無
い
頃
、
猫
逸
ベ
ル
リ
ン
の
計
算
局
に

み
る
ス
ト
ラ
ク
氏
は
、
ア
ル
バ
i
手
（
第
七
一
九
番
小
遊
星
∀
こ
之
れ
ミ

の
軌
道
要
素
が
非
常
に
好
く
似
て
み
る
ミ
こ
ろ
か
ら
、
「
此
の
二
つ
は
全

く
同
一
の
星
だ
ら
う
」
ε
言
ひ
出
し
、
學
者
た
ち
の
注
意
を
惹
い
た
。

な
る
ほ
曹
、
爾
々
相
比
較
し
て
見
る
霊
、

　
　
近
日
黙
進
度

　
昇
交
黙
黄
径

　
軌
道
の
傾
斜

　
離
　
心
　
角

　
毎
日
亭
均
蓮
動

　
太
陽
學
均
距
離
（
野
営
）

右
の
如
く
、

て
る
る
し
．

一
九
二
四
T
D

一
三
〇
度
三
六
分

二
一
山
ハ
　
ニ
入

　
二
六
　
　
七

　
三
二
　
一
一
＝

　
八
一
五
秒

0
・
四
ご
四
三

ア
〃
バ
ー
ト
星

一
五
一
度
五
山
ハ
分

一
入
五
　
四
四

　
輔
〇
五
〇

　
三
二
　
四
三

　
入
五
四
秒

○
・
四
一
二
五

　
　
　
　
　
好
く
似
て
は
み
る
が
、
只
，
軌
道
傾
斜
角
が
大
に
相
違
し

　
　
　
　
　
叉
、
（
こ
』
に
は
表
は
れ
て
る
な
い
が
、
）
星
の
光
輝
が
大
攣

に
違
ふ
。
師
ち
ア
ル
バ
ー
ド
星
の
方
が
常
に
四
等
級
ほ
さ
光
弱
く
、
遠

日
野
に
於
い
て
は
＋
九
等
級
に
落
ち
る
の
で
あ
る
か
ら
，
や
は
妙
此
の

二
つ
の
小
遊
星
は
、
同
一
物
で
は
無
い
ミ
見
る
の
が
至
當
ら
し
い
。
光

り
の
大
き
さ
か
ら
考
へ
て
見
る
一
し
、
ア
ル
バ
ー
ト
星
は
直
径
一
里
に
も

足
り
な
い
微
星
な
の
に
封
し
，
バ
ー
デ
星
は
直
径
八
九
里
に
も
及
ぶ
大

一
五
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き
い
も
の
ら
し
い
。

　
　
　
　
×
　
　
×
　
　
×
　
　
×
　
　
×
　
　
×
　
　
×

　
自
分
は
、
近
頃
隔
こ
の
バ
ー
デ
氏
に
會
つ
た
こ
ε
が
あ
る
。
頃
は
一

九
二
四
年
十
二
月
十
一
日
で
あ
っ
た
。
其
の
月
の
始
め
か
ら
、
オ
ラ
ン

ダ
の
各
地
の
天
文
毫
を
訪
ね
て
、
＋
日
に
は
グ
ロ
ー
ニ
ン
ゲ
ン
か
ら
ブ

レ
メ
ン
を
経
て
ハ
ン
ブ
ル
グ
に
入
り
、
翌
朝
、
急
に
寒
さ
の
増
し
た
北

ド
イ
ツ
の
深
い
霧
の
中
を
，
地
方
列
車
に
乗
っ
て
、
ハ
ン
ブ
ル
グ
郊
外

の
ベ
ル
グ
ト
ル
フ
村
に
行
き
、

ス
デ
ル
ン
ワ
ル
テ

「
天
文
皇
は
何
所
で
す
か
？
」

電
、
幾
度
も
／
、
人
に
聞
き
な
が
ら
、
燧
に
高
地
の
上
に
其
れ
ら
し
い

も
の
を
見
つ
け
た
の
は
十
時
頃
で
あ
っ
た
。

　
天
文
皇
長
R
シ
ョ
ー
ル
氏
ε
は
、
前
年
、
ア
メ
リ
カ
の
井
ル
ソ
ン

山
で
出
差
つ
た
こ
ざ
が
あ
る
の
で
，
今
日
は
誠
に
氣
輕
い
心
持
ち
で
挨

拶
を
交
へ
，
少
憩
の
後
、
圖
書
室
や
各
藩
丈
量
の
畳
々
な
さ
を
先
づ
案

内
し
て
貰
っ
た
。
其
の
時
、
皇
長
が
最
初
に
一
室
に
帰
れ
込
ま
れ
て
紹

介
さ
れ
た
の
は
バ
ー
デ
氏
で
あ
っ
た
。

　
バ
ー
デ
氏
の
室
は
二
階
南
向
き
の
、
窓
の
多
い
、
明
る
い
室
で
、
ス

チ
ー
ム
で
適
度
に
暖
め
ら
れ
た
。
心
持
ち
好
い
室
で
あ
っ
た
が
、
三
つ

四
つ
の
机
の
上
に
は
、
可
な
り
蝋
雑
に
紙
片
や
寡
看
板
な
さ
が
置
か
れ

て
あ
っ
た
。
肇
長
は
、
パ
ー
デ
氏
に

「
何
か
珍
ら
し
い
も
の
で
も
あ
れ
ば
、
ヘ
ァ
・
ヤ
マ
モ
下
に
御
覧
に
入

れ
て
下
さ
い
」

一
六

ぐ
」
言
は
れ
る
も
の
だ
か
ら
，
バ
ー
デ
氏
は
室
の
此
所
彼
所
か
ら
種
々
の

種
板
を
持
ち
出
し
て
來
て
、
傍
ら
に
あ
る
立
艦
鏡
に
か
け
て
見
せ
て
く

れ
ら
れ
た
。
バ
ー
デ
は
主
ミ
し
て
天
文
皇
の
百
セ
ン
チ
の
大
反
射
鏡
で

天
盟
の
爲
眞
撮
影
を
や
っ
て
ゐ
ら
れ
る
の
で
、
此
の
日
見
せ
ら
れ
た
の

は
多
く
は
珍
ら
し
い
形
の
星
雲
の
窟
眞
で
あ
っ
た
。

「
望
蓮
鏡
の
ロ
径
は
一
メ
ー
ト
ル
（
四
＋
吋
）
で
、
下
鮎
距
離
は
三
メ
ー

ト
ル
で
す
か
ら
、
可
な
り
張
力
で
す
…
…
…
」

な
さ
と
言
は
れ
る
も
の
だ
か
ら
，
自
分
は
，
ふ
ε
，
今
ま
で
の
旋
行
中

の
こ
ε
を
思
ひ
出
す
が
ま
・
に

「
先
日
，
ス
井
ス
の
ゼ
ネ
ブ
大
鑑
天
文
肇
を
訪
ね
ま
し
た
が
、
あ
す
こ

に
は
シ
エ
ー
ル
氏
が
手
製
で
作
っ
た
ε
い
ふ
大
反
射
鏡
が
あ
り
ま
し
た

レ
小
Q
口
径
一
メ
ー
ト
ル
に
慶
長
さ
三
メ
ー
ト
ル
く
」
言
ふ
こ
一
こ
で
し
た
か

ら
、
此
の
ベ
ル
グ
ド
ル
フ
の
ε
同
じ
大
き
さ
の
も
の
で
せ
う
。
ゼ
ネ
ブ

で
シ
エ
ー
ル
氏
自
身
に
見
せ
て
貰
っ
た
い
ろ
ん
な
天
農
爲
眞
の
中
に
、

琴
座
の
環
状
星
雲
が
あ
り
ま
し
た
が
、
其
の
星
雲
が
、
奇
態
に
も
長
径

の
雨
端
か
ら
尾
の
や
う
な
も
の
を
出
し
て
ゐ
ま
し
て
面
白
か
つ
た
で
す

よ
。
ヘ
ァ
・
バ
ー
デ
。
あ
な
た
は
四
＋
吋
で
琴
座
の
星
雲
を
長
時
間
撮

影
さ
れ
た
こ
ご
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？
L

「
い
え
、
あ
り
ま
せ
ん
。
」

「
一
度
、
や
っ
て
御
覧
な
さ
い
。
ゼ
ネ
ブ
で
は
其
れ
は
全
く
近
頃
の
成

績
だ
ざ
か
で
、
あ
そ
こ
の
ゴ
ー
チ
エ
三
塁
長
も
，
始
め
て
見
て
、
驚
い

て
ゐ
ま
し
た
よ
。
た
し
か
に
、
あ
れ
は
星
雲
學
上
の
胎
嚢
見
で
す
よ
。
」
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な
♂
Σ
話
し
た
ε
こ
ろ
が
、
氏
も
興
味
を
起
さ
れ
た
ら
し
か
つ
元
。

　
そ
れ
か
ら
、
暫
く
し
て
バ
ー
デ
氏
は

「
こ
れ
が
近
頃
見
付
っ
か
っ
た
星
で
す
。
速
度
が
速
く
て
ね
。
此
の
爲

眞
板
に
も
其
の
速
い
事
が
わ
か
り
ま
せ
う
。
：
：
…
：
」

「
ア
・
、
之
れ
が
近
頃
の
有
名
な
小
遊
星
で
す
か
。
な
る
ほ
曹
面
白
い
」

「
光
り
も
可
な
り
大
き
い
で
せ
う
？
」

「
有
難
う
。
此
の
天
文
毫
へ
來
て
、
今
日
、
世
界
中
評
判
も
の
、
こ
の

小
遊
星
を
，
し
か
も
其
の
嚢
見
者
か
ら
見
せ
て
貰
ふ
の
は
愉
快
な
こ
ε

で
す
。
…
…
…
一
昨
年
、
私
は
ヤ
ー
キ
ー
ス
に
み
た
時
、
や
は
り
貴
君

の
御
嚢
見
の
彗
星
を
暫
く
観
測
し
た
こ
ミ
か
あ
り
ま
す
。
」

　
さ
て
、
皇
長
に
案
内
さ
れ
て
，
次
ぎ
の
室
へ
移
る
時
、

「
左
様
な
ら
，
ド
ク
ト
ル
・
バ
ー
デ
。
貴
君
の
た
び
く
の
御
互
見
を

御
申
し
親
ひ
ま
す
。
」

ぐ
」
い
ひ
ま
す
ε
，
氏
は
、
い
か
に
も
恥
し
さ
う
に

「
有
難
う
2
～
」

S
、
く
り
か
へ
し
て
居
ら
れ
た
Q

　
バ
ー
デ
氏
は
、
豫
期
に
反
し
、
未
だ
可
な
り
年
齢
の
若
い
入
で
あ

っ
た
。
自
分
は
、
あ
ぐ
」
で
、
シ
ョ
ー
ル
皇
長
に

「
ヘ
ァ
・
バ
ー
デ
は
、
ま
だ
若
い
顔
付
き
の
人
で
す
ね
。
私
は
、
何
だ

か
、
も
つ
ε
年
を
取
っ
た
、
四
五
十
歳
ぐ
ら
み
な
人
か
ミ
想
像
し
て
ゐ

ま
し
九
よ
。
ハ
…
」
ε
い
ふ
ぐ
』
、

「
え
・
、
バ
ー
デ
君
は
若
い
で
す
。
し
か
し
大
弓
な
勉
墨
家
で
ね
。
毎

夜
，
よ
く
観
測
を
働
み
ま
す
。
そ
れ
で
、
い
ろ
く
な
星
を
獲
見
す
る

も
の
で
す
か
ら
、
可
な
り
有
名
に
は
な
っ
て
ゐ
ま
す
が
。
」

ミ
い
ふ
返
事
で
あ
っ
た
。
（
一
九
ご
四
、
十
二
、
十
六
、
パ
リ
に
て
）

河
西
氏
反
射
鏡
の
光
器
部
分
に
つ
い
て

　
將
來
に
於
て
起
る
か
も
知
れ
ぬ
寂
る
事
件
の
誤
解
を
解
く
爲
に
此
の

反
射
望
遠
鏡
の
エ
リ
ソ
ン
氏
の
製
作
に
か
誌
る
口
径
一
六
七
ミ
リ
（
六

吋
牛
）
の
樋
物
線
鏡
，
こ
径
三
十
五
ミ
リ
（
一
眼
八
分
の
三
）
の
．
李
而
鏡
に

關
す
る
事
實
に
つ
き
記
し
た
い
ざ
思
ふ
。

　
主
食
は
厚
さ
一
腰
餓
の
良
質
の
厚
板
硝
子
の
磨
か
れ
た
も
の
で
焦
鮎

中

村

要

距
離
は
F
八
ご
い
ふ
希
望
に
翻
し
て
完
成
さ
れ
た
も
の
で
は
総
裏
に
記

せ
ら
れ
て
居
る
如
く
四
五
イ
ン
チ
、
自
分
の
測
定
で
は
一
三
七
八
ミ
リ
、

五
四
二
二
吋
F
八
・
四
、
下
鮎
距
離
は
此
の
口
径
ε
し
て
は
極
め
て
適

當
な
る
も
の
で
あ
る
Q
鏡
は
一
九
二
四
年
十
二
月
始
め
に
完
成
さ
れ
た

も
の
で
星
に
よ
る
實
際
観
測
を
煮
て
同
氏
の
標
準
に
蓬
せ
る
も
の
ε
認

一
七


